
 

解説

　


 
が集合の要素であると仮定する．このとき 



 
  を満た

　す整数，が存在する．すなわち　  
 



　よって　     

　両辺を乗して　         

　整理して　       

　，は整数であるから，      はともに整数で， が無理数である

　ことより　  　　このとき　     

　これを満たす整数は存在しないから矛盾．

　よって，背理法により，


 
はの要素ではない．

　，との共通部分を考えるから，の要素として整数であるものだけを考えれば

　よい．

　       をについて整理すると　       

　ゆえに　         　　　よって    と書ける．

　は自然数であるから は整数でなければならない．

　よって，は  ･  は整数という形で書ける．

　このようなは   の範囲では，，のみであり，それぞれ対応する自然

　数は   ，     ，     となる．

　よって，   ，， であり，

　　　　    ，，，，，，，，，， ，

　　　　   ，，，，，，，

講評

　集合と証明の問題．基本的な問題だが，背理法も若干手が加えられており，集合の問題

も計算のやり方をきちんと押さえておかないと難しい．是非とも完答出来るようにしてお

きたい問題．
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